
芳賀町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

LRTの実施計画変更に伴い
軌道敷設に要する工事費
8億6,100万円を増額補正

B＆G海洋センタープール
天井工事設計業務に1,210万円

芳賀工業団地排水処理センター汚泥運搬処理費用1,417万円、
汚泥脱水機更新工事設計委託料に450万円を増額

今後の計画予定は？

設計業務の内容・工事の期間は?

議会 一問一答

LRT開業に向けた
PR記念品

飯塚　表男氏
いいづか はる お

一般会計補正予算
特別会計補正予算

一般会計補正予算令和３年第４回芳賀町議会定例会
　6月1日から4日までの4日間の会期で開かれました。初日の6月1日は、町長から提出された議案の提案理由の説
明を受け、人事案件を同意しました。
　3日目の6月3日は一般質問を行い、最終日の6月4日には、報告案件についての質疑を行い、その他の議案の質
疑・討論・採決をし、原案どおり可決しました。
　また、総務・教育民生・産業建設常任委員会から申し出のあった閉会中の継続調査を議決により許可することと
し、定例会を閉会しました。

　固定資産評価審査委員会は、土地や建物
の登録された価格（評価額）について納税者
からの不服を審査し、決定するために設置さ
れた独立の第三者機関です。芳賀町の委員定
数は3人で任期は3年です。

　開業時期の延期や概算事業費の増加に伴う事業計
画の変更について、今年3月に国から認定、交付金
内示を受けたことから、当初予算に計上していな
かった事業費増額分について補正しました。

　海洋センタープール天井の一部に不具合が発生し調査をした
ところ、天井の全面改修が必要との結果になったため、天井全
面改修工事の設計業務に係る費用を補正しました。

　芳賀工業団地排水処理センターでは、工業団地内で操業
している約100社の企業が排出している汚水を処理していま
す。5月中旬に汚水を脱水するための大型脱水装置が故障し
たため、脱水する前の汚泥を運搬処理する委託料と大型脱
水装置を更新するための工事設計委託料を補正しました。

休館中にその他設備の点検を行う予定
は？

具体的に計画を定めている段階ではあ
りませんが、点検の必要性についても
重ねて検討していきたいと思います。

　現在、町区間の約8割で工事に着手しているところで
す。特に県道部については、道路改良工事が最終段階に
入り、6月からは軌道部分の工事に着手しています。
　町道部についても、道路改良工事の進捗に合わせて、
今後、軌道部分の工事に着手していきます。

　商工観光課ではPRに向け
た記念品にマスク、タオル等
を制作しました。ノベルティ
としてイベント等で配布する
予定です。

都市計画課担当

　5月にはLRT車両「ライトライン」が宇都宮市
内の車両基地に納入されるなど、これまでイメー
ジでしかなかったものが少しずつ実物へと変わっ
てきています。
　芳賀町区間でも、軌道部分の工事を進め、少し
でも早くイメージから実物へと変わるよう、整備
を進めていきます。
　工事の実施に伴い道路規制等でご不便おかけし
ますが、引き続き、ご理解・ご協力をお願いしま
す。

　令和3年6月30日をもって

任期満了となる飯塚表男氏

（西高橋）を引き続き最適任

者として選任に同意しました。

〈ちょこっとQ＆A〉
固定資産評価審査委員会とは?

▲5月に納入されたLRT車両「ライトライン」

▲天井部分の拡大写真

▲故障した汚泥脱水機の内部 ▲汚泥をくみ出す様子

▲天井の一部に不具合が
　発生し、危険な箇所

生涯学習課担当

商工観光課担当

　現在のプール天井は吊り天井という方式です。今回の全
面改修にあたり、吊り天井方式のほか膜天井方式やその他
の方式も含めた工法の中から、安全性や利便性、工事費用
などについて総合的に判断し工法を決定します。
　今回の補正予算は、そのような工法検討業務および実施
設計業務を委託するものです。

　工法検討も含め設計に係る期間が3～4カ月、工
事期間は4～5カ月を見込んでおり、来年3月末ま
でに工事完了、4月から運営再開の予定です。

問

答

議会 一問一答
排水量が減少すれば、事業所から徴収する使
用料金も減額するが運営に影響は？

現在の使用料金だけでは賄えません。必要な
運営経費を確保できるよう、使用料金の見直
しや一般会計からの繰入金充当を協議します。

問

答

排水処理センターは今後も必要か？

町民の皆様の理解と協力があって設置した施
設ですので、時間をかけて必要かどうか検討
していきます。

問

答

「排水処理センター稼働から33年経過」
　排水処理センターは、芳賀工業団地内企業が操業をはじ
めた平成元年に完成しました。以降33年が経過し、施設
設備の老朽化が進んでいます。また、事業所の事情や新型
コロナの影響で処理する排水量が減少しています。
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